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Summary 
The preventive effect of glucos巴”cyst巴incon accumulation of for‘mald巴hydein liver wa s 
examin巴仁1using mice which were hypoζlermically injected with formaldehyde. Glucose剛
cysteine was injected hypodermically to one group of mice immediately aれerformaldehyde 
was ad出凶stercd,and no glcose欄cysteinewas i吋ect巴dto the other grou Tl削 Cmice 
were sacrificed at tow days and six days after i吋eetionof glucose-cy山 ine. The amounts 
of formaldehyde in the liver were determined by iodine titration method. 
Remarkable accumulation of formaldehyde was observed in the liver of mice to which 
no glucose”cysteine was i吋ected. I吋ectionof glucose紬cysteine,however, resulted in 
litle accumulation of formaldehyde. 
ホノレムアノレデヒド（HC日0）は昔から動物組織の閥定ならびに防腐剤として使用されてきたが，
最近は接着剤としての用途が広まり，工業的にその大泣生漆が行なわれるようになった．その反
ili HCHOのもつ毒性についても強い関心が払われるようになった.HCHOのゆ議例としては，
例えば標本裁／！泌総織間定府に使用されたホノレマワン溶液から，その蒸気を吸収し，そのため視党
の(ir刊しを来たした研究者がいる．また大況の HCHOを使用する合板製法工場や HCHOの往路
工場等にかいては，その製造)Mi稼に沿いて就業労働者が大挙r！~=ll~ にbちいる危険性が常に存在す
る
さて HCHOの＞COに Lー システイン（L…CySH）が付加していわゆるチアゾリンI）が生成
されることは1954年に報告されている．そこで HCHOとL-CySHの反応について許制iな反応条
件を求め，つぎに生体に HCHO;b、よび L-CySH~投与して，そのIJ子にふ、ける HCHO 謀総況を
測定し， L…CySHによる HCHOの除去について，ある脱皮の好成総を収めたのでその結果につ
いて報告する．
本論文の概裂は，昭和46年 10月17EI!rf!IHU!された日本栄主主食級学会磁日本文部大会において発淡した．
＊現勤務先：九州三共株式会社
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1 試 議
1) lg/dl HCHO溶液
3796のHCHO溶液（S.G.1.083) 2.5 mlを水て、 lOOmlに稀釈した．これを必要に応じて 0.1g/ 
dt r~液とした．
2) 100 mg/dl CySH 溶液
3) O.Ql N NaHS03溶液
NaHS03 0.52 gを水に溶解して lOOmlとする．これをさらに 10倍に稀釈して O.OlNL添液で
消定してそのファクターを求める．
4) O.OlN沃素溶液
約 1.27gのI2を杯最し，これをあらかじめ純 KIの結晶 20～25gを少抵の水（5ml）に溶解し
てかいた潟液中に水で洗い込み， I2が会〈溶解したのち水で 1lとする． ファクターは 0.01N 
Na2S20a 'tr:使用して求める．
5) 0.0lN Na2S20a溶液
純給品の Na2S20a• 5H20約 2.5gを水でとかして 1lとする．この溶液で，O.OlNKIOa溶液一
定f誌に過剰の KIjジよび殺を添加して遊離する I2を約定してブアクターを求める．
6) lg/dl激粉溶液
可法性被粉 lgを冷水 lOOmlrj:iにJ交じ，たえず控:Pi"しつつ徐々に温め，完全に溶解させてか
ら水を加えて lOOmlとし，炉過して使用する．
7) D-glucose しcysteine日本理化学薬品（株）製
2 実験方法および結果
1) HC狂Oの沃潔泌定法
HCHOは微駿性にbいて NaHS03と反応して，下記のような生成物を作ることは周知の事実
である．
H ／ 
HCHO十NaHS03→H-C-OH
"'NaS03 
そこで 0.1g/ dl HCHO溶液に過剰の 0.01N NaHS03 15 ml, pH 5.5 McILVAINE緩衝i伎の 20ml
Table 1. Reaction between Formaldehyde and Sodium bisulfit巴．
HCHO (O.lg/dl) NaHS03 i~~~l~i~~ri~~~~ I2Soln. Corrospond- ~~双lc3a~~Jl(ml) (N/100: ml) (ml) ing to HCHO 
。 15.0 14.325 。 。
0.2 15.0 13.080 1.322 0.198 
0.4 15.0 11.587 2.907 0.436 
0.6 15.0 10.220 4.358 0.65<1 
0.8 15.0 9.060 5.590 0.839 
1.0 15.0 7.975 6.742 1.011 
1.2 15.0 6.975 7.229 1.174 
1.4 15.0 5.850 8.955 1.343 
1.6 15.0 4.490 10.123 1.519 
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を添加した後，残存する:51と反応の NaHS03を0.01N 沃議溶液で総定した．対照、は NaHS03溶
液のみのJ必定に要した沃素溶液の言指定依である．なかNaHS03を I2で約定する場合， NaHS03
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の濃度が O.OlNであるから酸化反応2）は正確に進行する．
実験車；＇i来は HCHOとNaHS03が比例的に反応していることを示している．したがって 12溶液
（対照値と約定1vだの差 ml）がわかれば Fig.2で示される検況WJlから HCHOのmg数がわかる．
2) HCHOとL…CySHの反応
L…Cy SHは HCHOと反応してチアゾザンを生じる．そこで 0.1g/dl HCHO熔液…定泣にそ
れと反応するには不充分な泣の L-CySHを添加し， pH7の緩衝捺液20mlを添加し 40°C,5～ 
10分間反応させた．そして過剰の HCHOに0.01N NaHS03溶液 15mlを添加して反応させ，
0.5M クエン酸溶液ならびに NaHC03 粉米を使用して pH を 5.5 に調強した後， O.OlN 沃~g溶液
で白布定を行なった．
Table 2. Reaction between formaldehyde and L-cysteine. 
HCHO (O.Ig/cll: ml) 。 1.0 1.0 1.0 1.0 
L-CySH (IOOmg/cll: ml) 。 。 1.0 2.0 3.0 
NaHS03 (N/100: ml) 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 
γitration value of I2 (N/100) 15.362 6.810 8.640 10.cHG 11.801 
NaHS03 (ml) corresponding lo HCHO 。 8.552 G.722 5.0IG 3.5GI 
NaHS03 (ml) corresponding to L-CySH () 。 1.830 3.53() 4.991 
壬双ICHO(m Jη） correspond iれ2口1湾gto I「 Cy SH 。 。 0.275 0.530 0.749 
以上の結;'.jc~ により L-CySH 溶液の ml に相当する HCHO の fil: は Fig. 3からIYJらかなように，
比例的関係を示した．すなわち L…CySHは狂CHOと定泣的に反応することが示された．
0.8 
0.6 
bJl 
E 
0 
50.4 
広
0.2 
。 1 2 
L-CySH(lOOmg/dl:ml) 
Fig. 3. Reaction between L-cystclnc and formalclchycle. 
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3) HCHOの投与によるHCHOの諸積とグ、ノレコーズシスティン投与による HCHOi徐去効来
日CHOの皮下．注射による生休日！：への HCHOの談:f1（況と HCHOと同It＇｝に L-CySHを投与し
た場合にふ、ける HCHO の部被泣のJ＼~災を比較検討した．マウスを 5pi;:あて試験jま，対！！校区J，、ょ
び1!f処理涯の 31洋に分け，試験！Ki≫よび対！＼0-院には HCHO波（1g/dl) 0.1 mlを皮下注射し，試
験匿にはさらにグノレコーズ・システィン（G…CySH,L-CySHとして 11mg/dl）を O.lml宛注射
した． そして注射・を行なった日から数日後に肝を取り出し， これに O.GlN NaHS03 20 mlふ、ょ
びpH5.5の緩衝溶液 IOmlを添加し溶砕した．これにO.lMCH2ICOOH 5 mlを添加し，さらに
粉末 NaHC03を加えて溶液の pHを？とし， 40°C,10分間放援した後， 296メタリン故 lOml
.:b＇よび HCI(1: 1）を加えて pHを2とした後述心分離をした．その上澄淡に粉末 NaHC03を
加えて pHを5.5によげ 0.01N12総淡で約定した．このfほから無処理誌の肝より符られる 12梢
；志位を援引いたものを HCHOに相当する総定値とした．
そして生肝100g rj1の HCHOを計算してつぎの給来を得た．すなわち実験の2日後には対照
区では3.9mgの日CHOの議事立がみられたのに対し，試験区のそれは 0.6mg, 6 El後には対照IX
では 29.6mgの日CHOの容積となったが試験！まのそれはわずかに 4.5mgであった．
これを示すと Fig.4のようになる．
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Fig. 4. Detoxification of formaldehyde with glucose”cysteinc. 。： accumulationof HCHO injected. 
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）］干成分1:j1には Lと反応する物質として SH化合物やアスコルビン被（AsA)':!f.が考えられる o
SH化合物についてはあらかじめ CH2ICOO廷を添加することによって 12に対する SH化合物
の民応を防除することができた．また上述の試料処理にかけるメタリンiは除蛋白剤として加え
たが，そのi然AsA は失効することはなく， Lで当然消定される．これはプランクとして確かめ
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た．それ故試験[X;b－よび対照匿の泌定依より総処理l尽の約定fl貿を差引いたものが HCHOによっ
て生じる I2の約定依と考えられる．
この結果から G-CySHを併用した場合，試験区の肝臓に蓄積した HCHO抵は，問符に技射
したL-CySH；詮が投与HCHOを中和するよりはるかに不充分なi廷であったにもかかわらず，G-
CySH 無投与の対照区のJl千日CHO想；よりもはりかに少なかった．このことは投与した G-CySH
が臨接 HC日O と反応したのか，あるいは G-CySHがfl!の SH－化合物の活性化かよびその生成
を助長し，それらがHCHOと反応して HCHO；況を減らしたのか，この実験データーからは軽
軽しく断定を下すことはできないが， とにかく G-CySHの投与は肝 HCHOの盈を減少させる
効果を示した．
G-CySHの水溶液は 95。C,30分の加熱で完全にグノレコーズと L-CySHに分離する．生体内に
沿いてはかかる潟I誌はもちろん符られないが，いわゆる肝にかける酵素反応により同じような加
水分解が起り得るものと想定した．実験の結梁は， invitroにかいて遊離裂の L-CyS況を使用し
て符られた器礎実験結来と陪様に， G-CySHより生じた L-CySHが投与 HCHOと反応して肝
HCHOの濃度をいちじるしく減少させる結来を示した．
総 括
動物好へのホノレムアノレデ、ハイドの翠積防止を計る目的でマウスを供試し，ホノレムアノレデビ Fの
議積に対するグノレコーズ・システィンのiお氏効糸について検討を行なった．ホノレムアノレデハイ I<'
のみを投与したマウス肝へはその諸積がおまった．これに反してホノレムアルデハイドを投与した
ものにグノレコーズ・システィンをさらに投与した｝~合にはホルムアノレデハイドの努般はほとんど
起こらなかった．
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